
水
谷
小
学
校
は
、
明
治
５

年
小
学
校
発
布
の
趣
旨
に
従

い
、
明
治
６
年
11
月
23
日
に

開
校
さ
れ
た
市
内
で
最
も
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
の
一

つ
で
す
。
三
村
当
時
の
学
校

の
敷
地
は
、
砂
利
道
の
公
道

と
学
校
敷
地
の
間
は
土
手
で

仕
切
ら
れ
て
い
て
、
境
界
の

フ
ェ
ン
ス
も
な
く
、
今
で
は

考
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
開

放
感
の
あ
る
環
境
で
し
た
。

道
路
側
に
は
、
並
行
し
て
桜

の
木
が
植
え
ら
れ
、
入
学
式

の
頃
に
は
歓
迎
の
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、

道
路
の
拡
張
や
歩
道
整
備
、

老
木
化
な
ど
に
よ
り
、
少
し

寂
し
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
合
併
当
時
、
南
側

に
か
な
り
年
季
の
入
っ
た
木

造
平
屋
建
て
の
校
舎
、
そ
の

前
に
は
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
、

北
側
に
は
二
階
建
て
の
校
舎

が
あ
り
、
か
な
り
年
季
の
入
っ

た
建
物
で
し
た
。
学
年
1
～

２
ク
ラ
ス
編
成
の
児
童
が
の

び
の
び
と
健
や
か
に
学
ん
で

い
ま
し
た
。
先
人
た
ち
が
残

し
た
歴
史
や
伝
統
は
、
現
在

に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
令
和
５
年
に
は
創

立
１
５
０
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
ま
す
。

三
村
合
併
当
時
の
学
校
敷

地
（
現
在
の
水
谷
小
学
校
敷

地
）
は
、
東
側
に
小
学
校
、

西
側
に
昭
和
23
年
4
月
に
設

置
さ
れ
た
中
学
校
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
、
小
学
校
と
中

学
校
を
隔
て
る
校
庭
の
境
は

な
く
、
自
由
気
ま
ま
に
行
き

来
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

校
庭
が
広
く
な
い
た
め
、
直

線
百
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ッ
ク

を
作
る
に
は
、
両
方
の
校
庭

を
使
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
す
。
良
か
れ
悪
し
か
れ
、

こ
の
こ
と
は
年
齢
を
超
え
て

児
童
生
徒
の
優
し
さ
や
思
い

や
り
の
心
を
育
む
機
会
に
役

立
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
、

一
区
（
水
谷
第
一
町
会
）
、

二
区
（
現
水
谷
第
二
町
会
）
、

三
区
（
現
水
谷
第
三
町
会
）
、

四
区
（
現
針
ケ
谷
一
丁
目
町

会
及
び
針
ケ
谷
二
丁
目
町
会
）

に
区
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
大
き
な
行
事
が
、
四
地

区
対
抗
に
よ
る
運
動
会
で
し

た
。
各
地
区
の
住
人
が
一
体

と
な
り
、
優
勝
と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
戦
っ
て
い
る
様

子
が
、
今
、
走
馬
灯
の
よ
う

に
甦
り
ま
す
。
家
族
ぐ
る
み

の
参
加
、
熱
狂
的
な
応
援
を

背
に
全
力
を
尽
く
す
選
手
達
、

そ
れ
は
楽
し
み
な
年
間
行
事

の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
地
区
体
育
祭
は
、

当
時
の
地
域
住
民
に
と
っ
て

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

水
谷
小
学
校
に
隣
接
し
て

設
置
さ
れ
て
い
た
水
谷
中
学

校
は
、
昭
和
35
年
4
月
、
鶴

瀬
中
学
校
と
の
統
合
に
よ
り
、

富
士
見
台
中
学
校
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
第
一
期
卒
業
生

で
あ
る
方
に
お
話
を
お
聞
き

す
る
と
、
鶴
瀬
中
学
校
の
生

徒
と
一
緒
の
授
業
は
受
け
る

こ
と
な
く
、
富
士
見
台
中
学

校
第
一
期
卒
業
生
と
し
て
巣

立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

昭
和
36
年
4
月
か
ら
は
、

新
た
に
南
畑
中
学
校
が
加
わ

り
、
富
士
見
台
中
学
校
は
三

地
区
統
合
の
中
学
校
と
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
富
士
見

台
中
学
校
の
建
設
予
定
地
で

あ
っ
た
殿
山
は
、
文
化
財
埋

蔵
地
で
あ
っ
た
た
め
、
遺
跡

発
掘
調
査
の
必
要
性
か
ら
建

設
が
大
幅
に
遅
れ
、
完
成
は

昭
和
36
年
9
月
に
ず
れ
込
み

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
36

年
度
の
一
学
期
は
一
年
生
が

旧
鶴
瀬
中
学
校
の
二
教
室
、

文
化
会
館
に
二
教
室
、
鶴
瀬

小
学
校
の
一
教
室
を
借
用
、

二
年
生
は
旧
水
谷
中
学
校
の

教
室
と
水
谷
小
学
校
の
二
教

室
を
借
用
、
三
年
生
は
旧
南

畑
中
学
校
と
い
う
分
散
形
式

で
の
授
業
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

当
時
の
生
徒
に
と
っ
て
は
大

変
厳
し
い
条
件
下
に
置
か
れ

な
が
ら
も
、
思
い
出
深
い
青

春
の
一
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

昭
和
50
年
代
に
入
る
と
み

ず
ほ
台
土
地
区
画
整
理
事
業
、

針
ケ
谷
土
地
区
画
整
理
事
業

の
実
施
・
竣
工
や
み
ず
ほ
台

駅
開
設
に
よ
り
、
市
街
化
区

域
の
宅
地
開
発
が
急
速
に
進

み
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
の

大
幅
な
増
加
と
と
も
に
学
校

建
設
の
必
要
性
が
高
ま
り
、

昭
和
52
年
4
月
に
み
ず
ほ
台

小
学
校
、
昭
和
59
年
4
月
に

は
針
ケ
谷
小
学
校
が
開
校
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
児
童
・

生
徒
は
徐
々
に
減
少
し
、
逆

に
余
裕
教
室
の
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
後
に
、
余
裕
教
室
は
特

別
教
室
へ
の
活
用
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
教
室
の
設
置
な
ど
に
充

て
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
昭
和
35
年
４
月
富

士
見
台
中
学
校
へ
統
合
さ
れ

た
水
谷
中
学
校
は
廃
止
さ
れ
、

残
さ
れ
た
校
舎
は
引
き
続
き

水
谷
小
学
校
の
教
室
な
ど
に

利
用
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
46

年
4
月
に
本
郷
中
学
校
が
開

校
す
る
ま
で
は
、
地
域
に
中

学
校
の
な
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
西
み
ず
ほ

台
の
区
画
整
理
地
内
に
み
ず

ほ
台
団
地
が
完
成
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
昭
和
54
年
4
月

に
西
中
学
校
、
さ
ら
に
昭
和

58
年
4
月
に
新
た
な
水
谷
中

学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
て
努
力
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

令
和
に
入
り
、
水
谷
小
学

校
の
児
童
数
は
、
わ
ず
か
３

年
間
で
、
１
７
９
名
増
え
て

８
３
１
名
と
な
り
、
市
内
で

最
大
の
小
学
校
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
水
子
地
域
の

宅
地
開
発
が
進
み
、
子
育
て

世
代
が
多
く
住
み
始
め
た
か

ら
で
す
。

今
、
学
校
は
明
る
く
元
気

な
子
ど
も
た
ち
の
声
で
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
大

き
く
な
っ
て
、
小
学
生
の
こ

ろ
を
振
り
返
る
時
、
公
民
館

だ
よ
り
の
紙
面
に
ど
ん
な
こ

と
を
書
い
て
く
れ
る
か
楽
し

み
で
す
。

２０２３年(令和５年） ３月１日 水谷公民館だより〈３月号〉 第４７８号 第 １面

こ
れ
ま
で
「
激
動
の
水
谷
50
年
」
と
題
し
て
、
様
々
な
視
点

に
立
っ
て
こ
の
地
域
の
状
況
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
最

終
章
と
な
る
今
回
は
、
こ
の
地
域
に
係
る
教
育
環
境
の
移
り
変

わ
り
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

弥
生
（
三
月
）
は
、
花
の
蕾
が
開
花
し
、
心
も
爽
や
か
に
夢

が
膨
ら
む
季
節
で
す
。
ま
た
、
卒
業
式
な
ど
私
た
ち
の
思
い
出

に
残
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
市
制
施
行
50
年
よ
り
さ
ら
に
遡
り
、
三
村

（
水
谷
・
鶴
瀬
・
南
畑
）
合
併
（
注
）

当
時
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ

と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

萩
元
編
集
委
員

注

三
村
合
併
（
昭
和
31
年
に
入
間
郡
鶴
瀬
村
・
南
畑
村
と
北
足
立
郡
水

谷
村
の
合
併
に
よ
り
、
富
士
見
村
が
発
足
。
）

↑こちらのコードから色鮮やか

なカラー版をご覧ください。

（3月1日以降）
令和4年4月10日が市制施行記念日です

激
動
の
水
谷
50
年

～
⑫
水
谷
小
中
学
校
の
変
遷
～

昭和33年入学時の風景

地
域
住
民
が

一
喜
一
憂
し
た
運
動
会

水
谷
小
学
校
の
あ
れ
こ
れ

校
庭
共
有
の
時
代

昭和39年3月の水谷小学校
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区
画
整
理
に
伴
う

都
市
化
へ
の

急
速
な
変
貌

富
士
見
台
中
学
校

創
設
と
波
乱
の
幕
開
け

お
わ
り
に

大正10年より昭和30年頃まで校庭共有した時代の学校敷地における

水谷小学校と水谷中学校のあらまし（「水谷のあゆみ」より）


